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薩
長
を
中
心
と
し
た
一
藩
閥
政
府
」
「
有
司
専
制
」
の
明
治
政
府
は
、
半
封
述
的
土
地
所
有
制
を
雅
礎
と
し
、
殖
産
興
業
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
雛
礎
に
た
っ
て
封
建
的
家
臣
団
を
徐
々
に
解
体
し
、
徴
兵
令
、
地
租
改
正
を
行
な
い
つ
つ
、
国
家
の
暴
力
的
、
物
質
的
雑
礎
を
問
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
、
交
配
臓
内
の
重
大
な
対
立
を
露
呈
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
征
蝉
論
争
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
下
野
し
た
参
議
の
巾
か
ら
、
一
万
は
士
族
的
反
対
派
と
し
て
四
郷
の
コ
ー
ス
、
他
力
は
氏
椛
派
と
し
て
の
板
垣
の
コ
ー
ス
が
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
潮
流
が
時
に
は
武
力
的
形
態
を
と
り
、
時
に
は
言
論
と
迎
助
の
形
態
を
と
っ
て
Ⅲ
争
う
の
が
そ
の
後
の
政
治
史
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
党
派
が
公
然
と
Ⅲ
争
う
こ
と
は
、
近
代
政
治
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
党
派
の
真
の
性
格
を
理
解
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
．
ま
ず
第
一
に
は
、
そ
の
党
派
の
綱
領
や
政
策
が
ど
の
よ
う
な
階
級
層
の
利
益
を
代
表
し
て
い
る
か
を
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
党
派
の
階
級
構
成
や
支
持
層
で
は
な
く
て
、
ま
ず
何
よ
り
も
そ
の
政
策
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
析
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
も
言
葉
だ
け
で
は
な
く
て
行
動
か
ら
判断しなければならない。この雌礎のうえにたって、党派の指導川の階級描成や支持胴の分析が意味をもちうるので５
近代日本の岐路（化）
ｌ
自
由
民
権
と
川
治
国
家
Ｉ
は
じ
め
に
増
烏
宏
部
之
総
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
Ⅱ
あ
る
。
そ
の
逆
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
６
だ
か
ら
、
西
郷
派
が
郷
党
意
識
の
も
と
に
、
多
く
の
住
民
を
動
員
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
地
域
的
住
民
の
利
益
を
代
表
し
た
と
考えられないのはもちろんである。西郷派の基本的綱領は、西南戦争をはじめ多くの資料が立証する通り、「士族の特
権の回復‐｜にあったのである。少なくとも征韓論に破れて下野して以降、より西郷派の性格は明確となっていったの
で
あ
る
。
ま
た
一
方
板
垣
ら
の
民
権
派
に
つ
い
て
も
、
そ
の
指
導
者
の
出
身
階
層
や
そ
の
精
神
樅
造
だ
け
か
ら
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
たとえ、その出身が士族屑であるにしても、その党派の政策と行動が、ブルジョア民主主義的課題の遂行にあるなら
ばこれはその当時にあっては人民の要求を代表する政治的潮流と考えなければならないであろう。またおよそ歴史に
は
純
枠
な
も
の
は
な
い
。
新
し
く
生
ま
れ
川
る
も
の
は
、
多
く
の
古
い
も
の
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
も
、
次
第
に
そ
の
真
の
姿
を
あ
ら
わ
し
ていくものである。このように発展的に歴史をとらえなければ、ついにその本質を見失うであろう。また余りにも純
粋な典型をとらえて、歴史的現実を分析し、その典型に合致しない部分のみを過大視するならば、それも歴史の本質
を見失う一」とになるであろう。だから、たとえば「士族民権」「豪農民椛」や「愛国社的路線」「県議路線」といった
区別をその指導者の出身階層からして余りにも同定的に靜態的にとらえることは正しくないように思う。たとえば服
貧農や半プロレタリアの主体性を認容する民権論にたいして、ブルジョア的主体制の認容に立つ七年建白書を、
「上流民権論」とするならば当っている。だがそれを「士からの」民権論１１たとえば木戸や陸奥にみられる官僚
内部の反対派もしくは自由主義的姿態をとる絶対主義者の民樵論と混同することはゆるされない。一‐上流民権論」
（ｌ）
はやはり「下からの」民権論であり、ブルジョア民主主義闘争における主流をそれはなしている。
たしかに、それは「士族オョビ豪家の農商」のみに選挙権を与えるという重大な限界をもっていた。しかし、それ
近代日本の岐路
は決して、絶対主義政府内部の反対派として固定化されたものではなくて、ブルジョア民主主義革命の方向に発展す
る
可
能
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
指
導
者
達
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
を
め
ざ
す
余
人
民
的
闘
争
の
一
翼
を
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
限
り
で
農
商
一
般
の
利
益
を
代
表
す
る
最
初
の
旗
印
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
もできるであろう。明治維新における基本的対立は土地革命を中心任務とする農民革命と封建的諸勢力との間にあっ
た。この封建的危機を絶対主義の再編成によって脱出しようとしたのが薩長雄藩連合であった。この段階でブルジョ
ア
民
主
主
義
勢
力
は
も
ち
ろ
ん
自
覚
的
勢
力
を
結
集
す
る
に
至
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
倒
幕
の
闘
争
の
深
部
の
力
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
こ
の
闘
争
の
中
で
ま
ず
指
導
権
を
握
っ
た
の
は
隣
長
土
肥
を
中
心
と
す
る
藩
閥
勢
力
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
雄
藩
迎
合
の
中
で
も
坂
本
龍
馬
を
は
じ
め
と
す
る
士
佐
藩
の
指
導
者
が
異
質
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
征
韓
論
か
ら
西
南
戦
争
に
至
る
時
代
に
立
志
社
は
、
次
第
に
士
族
的
要
素
を
は
ら
い
落
と
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
運
動
の
指
導
勢
力
と
し
て
脱
皮
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
郷
が
士
族
反
動
勢
力
と
し
て
西
南
戦
争
の
中
に
落
日
の
よ
う
に
没
し
去
っ
て
い
く
の
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
「
倒
幕
」
か
ら
「
自
由
民
権
述
動
」
へ
と
歴
史
の
舞
台
は
回
転
す
る
。
第
二
の
、
真
実
の
「
明
治
維
新
」
が
た
た
か
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
服部之総は前掲の論文の中で、明治維新について次のような規定を与えている。
明
治
維
新
は
絶
対
主
義
国
家
を
う
み
だ
し
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
過
程
と
、
そ
の
絶
対
主
義
を
打
倒
し
人
氏
の
た
め
の
民
主
主
義
国
家
を
つ
く
り
だ
さ
ず
に
は
や
ま
ぬ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
過
程
と
の
、
同
時
進
行
で
あ
り
、
え
重
過
程
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
二
重
の
過
程
を
、
一
個
の
権
力
が
同
時
に
担
当
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
明
治
維
新
を
も
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
、
｜
が
い
に
わ
た
し
は
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
た
し
が
否
定
す
る
の
は
明
治
政
府
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
担
当
者
だ
ったとする見解であり、この見解はいまも一部でまじめにとりあげられている。明治政府は徹頭徹尾絶対主義権７
服
部
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
一
八
八
○
年
（
明
旧
）
の
国
会
開
設
上
願
運
動
を
「
一
う
の
権
力
の
大
開
戦
」
と
の
ぺ
て
い
る
の
で
あ
る
。
服
部
の
こ
の
表
現
に
は
明
治
維
新
の
全
過
侃
を
、
一
種
の
二
虹
政
樅
時
代
と
考
え
て
い
る
あ
い
ま
い
さ
が
あ
る
。
「
二
つ
の
椛
力
」
と
い
う
災
呪
は
川
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
”
椛
刀
は
川
沽
政
府
ｌ
絶
対
樅
茂
の
側
に
あ
り
、
人
氏
は
、
こ
れ
を
啄
取
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
比
脱
帳
茂
の
樅
〃
を
う
ち
た
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
川
部
の
興
趣
は
１
－
、
政
椛
し
を
い
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
し
、
川
箭
靴
析
の
過
侃
を
、
日
本
人
比
の
雌
命
的
任
務
か
ら
規
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
炎
雌
命
の
段
階
に
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
服
部
は
、
倒
郁
か
ら
向
山
民
権
運
動
に
至
る
過
礎
を
、
挫
折
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
な
い
し
は
「
光
成
し
な
か
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
」
と
考
え
て
も
よ
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
太
平
天
国
を
農
民
赦
命
と
よ
び
三
一
運
動
を
独
立
航
命
と
よ
ぶ
の
と
同
様
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
川
桁
維
祈
と
向
山
氏
樅
迎
釛
を
断
絶
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
て
、
聯
木
か
ら
、
ｎ
川
凪
椛
迎
助
の
敗
北
に
至
る
時
川
を
、
Ⅱ
胎
雌
命
な
い
し
は
、
、
Ⅲ
氏
椛
雌
命
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
かと思う。「川桁維析」の仲人ざは、決して明治政府を樹立し、「近代化「を行なった点にあるのではない。Ⅱ本人氏
が、倒締の後に明治絶対主義政府樹立の段階にとどまることなく、さらに向山氏樅の肱を向くかかげ、ブルジョア民
主
主
義
就
命
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
人
氏
革
命
運
動
は
た
し
か
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
近
代
史
を
貫
い
て
、
こ
の
潮
流
は
決
し
て
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（１）（「川部之総将作巣」第几巻一○一画「明桁の就命》
グー、〆向、
121
画一〆■-／
〃であり、かかるものとしてブルジョア放命のいっさいの波にたいして必死に抵抗しつつ川治大政川を拙築して８
（２）
いった。
〆ロ、
ODc
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、＝グ
近代日本の岐路
’八七六年（明９）、熊本の神風連、福岡県秋月の秋月党、山口県の萩の乱など不平士族の叛乱があいついで起こっ
た。’八七七年二月にはついに西郷隆盛ら鹿児島県士族が蝋起した。もし西郷が起てば、コ時天下は瓦解と見るより
（１）
（２）
ほ
か
な
し
」
（
大
久
保
利
通
）
「
天
下
土
崩
の
勢
と
な
ら
ん
」
（
山
県
有
川
）
と
み
、
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
不
平
士
族
は
天
下
に
みち、地机改正反対一侯はますます根強くつづけられ、自由民権の思想は、藩閥政府とは異なった新しい道を示しは
じめていた。木戸孝允ののべた通り、「今日之形情を察するに、農なり商なり士なり満天下皆不平もの而巳にして、繼
（３）
に静寧なるも真に平和に至りしにあらず、不平の脹弛有之而巳。只得》昼なるものは官貝ばかりなり」という状態であ
っ
た
の
で
あ
る
。
藩
閥
政
府
は
亜
大
な
試
練
に
さ
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
散
発
的
な
不
平
士
族
の
叛
乱
は
、
各
個
に
鎮
圧
さ
れ
、
西
南
戦
争
も
政
府
軍
の
勝
利
に
帰
し
た
。
徴
兵
制
度
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
百
姓
町
人
の
軍
隊
が
、
西
郷
を
中
心
と
し
、
剛
勇
を
も
っ
て
な
る
士
族
の
軍
隊
を
う
ち
破
っ
た
の
で
あ
る
。
『
朝
野
新
聞
』
の
一
投
書
「
凱
歌
ト
共
一
一
民
選
議
院
ヲ
設
ク
可
キ
論
」
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
。
彼ノ隆艦ハ｜世ノ人傑ニシテ幾回力熱苦ヲ嘗メ時世ヲ経過スル老錬ノ士一一非ズャ、然しドモ猶己ノ急迫スルーー至
ル迄ハ鎮台兵ハ国家ノ川ヲ為サズト自信セシモータビ事二当り始メテ鎮台兵ノ剛勇ナルヲ知り、前一一一一ロヲ悔悟スル
ニ
至
し
り
、
方
今
民
選
議
院
ヲ
設
ケ
テ
人
氏
一
一
参
政
ノ
権
ヲ
頒
与
ス
レ
バ
、
亦
焉
ン
ゾ
隆
艦
ノ
鎮
台
兵
ヲ
賞
讃
ス
ル
如
ク
ナ
ラ
ザ
ル
（４）
ヲ
知
一
フ
ン
ャ
（
深
川
消
住
町
河
岸
泰
輔
）
ま
こ
と
に
見
事
な
論
理
の
展
開
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
西
南
戦
争
前
後
を
一
つ
の
転
機
と
し
て
、
自
由
民
権運動は新たな拡がりをうるとともに、その内部に質の変化をみるのである。そのことをのべる前に、いましばらく、
９
西
南
戦
争
が
も
た
ら
し
た
、
当
時
の
情
勢
を
深
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
、
西
南
戦
争
の
諸
結
果
「明治政史』によれば西南戦争に要した兵員兵器、諸費川の概数は次の通りである。まず政府軍側は、動員総数、
六万八三一、（内訳、陸軍、五万一、八五八、臨時徴募六、七○○、海軍、一一、二八一、）死傷一万五、八○一（内訳、
死、六、二七八、傷、九、五一一一一一、）諸費川総計四、一五六万七、七二六Ⅲ、西郷軍側は、動員数、四万余、（内、薩
隅一一万三、三○○余、熊本一一一、○○○余、高鍋一、’二○余、延岡一、○○○余、妖肥八○○余、佐土原四○○余、
（５）
其他一万一一、一一○○、）死傷一一万余（内、薩隅八、○○○余、）処刑二、七六四（斬二二を含む）
こ
の
よ
う
に
西
南
戦
争
は
十
刀
の
兵
員
が
死
闘
し
、
四
千
万
川
以
上
の
国
費
を
傾
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
」
の
戦
争
に
よ
っ
て
、
人
氏
は
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
。
「
某
耐
、
某
工
ヲ
Ⅲ
ハ
ズ
浴
室
一
一
△
、
セ
バ
商
業
ノ
不
蹴
気
ヲ
嘆
ジ
硫
姉
二
集
マ
レ
バ
肚
川
ノ
不
敗
皿
（６）
ヲ訴へ、人トシープ生計ノ雌渋ヲ説カザルハナク、処トシテ家業ノ衰弱ヲ恋シマザルハナシ「一（『帆野新川』投諜）とい
う
状
態
で
あ
っ
た
。
政
府
は
、
数
年
来
の
自
川
災
椛
迎
助
、
地
肌
改
正
反
対
迎
助
の
満
よ
り
、
士
族
川
の
商
ま
る
不
満
の
巾
で
叛
乱
に
対
し
て
は
強
い
態
度
で
臨
み
な
が
ら
一
万
亜
人
な
溌
歩
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
肢
も
大
き
な
も
の
が
一
八
七
七
年
の
地
肌
係
減
で
あ
る
⑩
従来の地価両分の一二を両分の二・八に綴城するものであった。しかし、この怖個も、地主・小作関係が支配的であっ
た
当
時
に
お
い
て
、
地
主
、
豪
農
、
小
士
地
所
打
者
農
民
、
に
と
っ
て
は
粁
干
の
利
雌
で
あ
っ
て
も
「
隷
腱
制
的
Ⅱ
半
隷
農
制
的
従
属
関
係
」
（
山
川
盛
太
郎
、
日
本
資
本
主
義
分
析
）
の
も
と
に
あ
る
小
作
農
氏
に
と
っ
て
は
、
そ
の
ま
ま
負
担
の
稀
減
と
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た。『朝野新聞』の一投書は次のようにのぺている。
本
年
一
月
四
日
、
御
政
治
二
辱
ク
モ
天
皇
陛
下
ノ
大
政
官
二
臨
御
シ
給
上
、
明
治
十
年
ヨ
リ
正
柧
ハ
地
主
一
一
対
シ
テ
減
税
ノ
御
布
告
アリタレバ今年ヨリ地価百分ノ｜ハ米ヲ負ケテ呉レロト云ヒシ一一地主ノ一一一一ロブ様、其レデハ減租ノ報恩ハ小作連中
ノ
ミ
奉
戴
シ
テ
地
主
ハ
券
証
所
ノ
詮
ナ
シ
卜
斯
ク
言
上
帳
ル
故
然
ラ
バ
地
主
モ
小
作
モ
均
シ
ク
天
皇
ノ
赤
子
ナ
レ
バ
半
分
宛
ト
シ
テ
五
厘
ヅ
ッ
朝
恩
ヲ
奉
戴
セ
ン
ト
云
ヒ
タ
レ
ド
モ
寛
一
一
地
主
ハ
肯
ン
ゼ
ズ
川
テ
ピ
ム
ヲ
伜
ズ
昨
年
ノ
通
り
締
約
シ
テ
作
リ
マ
シ
タ
10
近代１１本の岐路
ま
た
、
こ
の
役
土
突
を
さ
ら
け
だ
す
。
マ
マ
僕
ノ
郷
里
ハ
足
レ
マ
デ
貢
机
米
千
五
拾
石
、
此
ノ
代
金
ヲ
官
ヨ
リ
地
価
二
川
フ
ル
直
段
ニ
ー
プ
弍
千
百
五
拾
一
円
五
拾
銭
、
然
ル
ー
今
般改机抑差示金高一一一千零一一一Ⅲ、此ノ内御仁伽ニテ正Ⅲ六分ノー〔川チ三分ノ処二分五皿〕ノ抑減額ノ分ヲ引キ夫
リ
テ
モ
〔
Ⅲ
面
Ⅲ
堺
汎
胎
銭
〕
三
百
七
拾
一
川
ノ
墹
悦
ニ
ナ
レ
リ
〔
当
地
バ
カ
リ
デ
モ
川
ィ
様
ナ
リ
〕
昨
年
来
現
地
洲
ノ
尖
澱
及
ビ
此
皮
ノ
墹
額
一
一
就
キ
テ
ハ
打
ノ
巾
サ
ル
ル
通
り
小
作
人
モ
地
稚
モ
皆
天
子
様
ノ
赤
子
ナ
レ
バ
小
作
人
ヨ
リ
モ
地
主
へ
半
分
モ
手
伍
ツ
テ
呉
レ
ル
制
限
ヲ
御
定
メ
ガ
無
ク
テ
ハ
不
都
合
ト
忠
ハ
ル
、
僕
等
ハ
御
仁
伽
ニ
テ
幾
分
力
減
柧
ニ
ナ
ル
ベ
シ
ト
君
ノ
如
ク
悦
ン
デ
モ
悦
ビ
欄
一
一
ナ
ル
ノ
ミ
カ
国
成
ヲ
褐
ゲ
テ
祝
ヘ
ト
云
ハ
レ
テ
祝
上
酒
ヲ
飲
ミ
マ
シ
テ
モ
酒
肴
代
迄
ガ
損
ニ
ナ
ル
道
理
ナ
リ
、
君
ノ
地
方
（（５）
ノ
如
ク
減
Ⅲ
二
成
り
ダ
ル
地
カ
ノ
抑
方
々
ハ
尖
二
茨
シ
ク
存
ジ
水
ル
、
こ
の
二
つ
の
投
書
は
、
農
民
が
「
滅
柧
」
を
ど
う
感
じ
て
い
た
の
か
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
「
竹
械
で
ど
ん
と
つ
き
だ
す
二
分
五
厘
」
の
歌
の
よ
う
に
農
民
は
減
租
を
た
た
か
い
と
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
日
の
丸
と
祝
い
酒
」
、
「
役
人
や
神
官
僧
侶
の
説
ガ
右
ノ
卯
ク
ニ
シ
テ
ハ
本
年
一
月
ノ
聖
詔
ハ
地
主
計
リ
ヘ
ノ
御
仁
伽
一
一
テ
小
作
地
価
百
分
ノ
ー
分
五
匝
卜
氏
費
ノ
五
厘
卜
合
セ
テ
地
価百分ノ三ト定メラレタリ、然し（之ト百分ノ’一一ノ正租、一ノ民費合セテ四ナリシ時二比較スレバ全ク百分ノー
ヲ
減
殺
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
抑
モ
亦
至
に
ノ
政
典
ナ
ラ
ズ
ャ
余
輩
ノ
如
キ
細
民
小
作
ノ
水
飲
百
姓
一
一
至
ル
マ
デ
幾
分
力
賑
伽
ノ
徳
沢
に
与
力リシヲ欣々卜之ヲ悠蚊セリ、然ルー血一弘一一図ランャ地主ノ澗人ノミ此沢二浴シテ喬袖細民小作ノ水芥面眺ハと二
与
ル
ヲ
得
ズ
、
何
ト
ナ
レ
バ
当
春
耕
極
ノ
時
一
一
当
り
、
水
飲
百
姓
ハ
行
難
ク
モ
何
ト
モ
無
イ
次
第
ニ
テ
候
、
然
ル
ー
県
官
ノ
巡
回
、
戸
長
ノ
説
諭
、
神
官
僧
偶
ノ
説
教
ニ
ャ
レ
有
難
イ
仁
政
デ
ハ
無
イ
カ
御
布
告
デ
ハ
無
イ
カ
ト
頻
リ
ニ
喜
バ
セ
ラ
レ
タ
ハ
喜
ビ
損
ニ
テ
（７）
爾家地主ノ為メノミニテ貧民借川の余輩ノ為メデハ無カッタ：…：：（大分県、豊後囮、狄灘藤陰）
た
、
こ
の
投
諜
に
賛
成
す
る
秋
川
肌
墹
川
駅
、
東
海
林
奴
太
郎
の
投
普
は
、
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
て
、
次
の
よ
う
に
減
肌
の
現
1１
教
」
に
よ
っ
て
「
天
皇
の
仁
政
」
を
涜
伝
し
た
が
、
よ
く
よ
く
計
算
し
て
み
る
と
、
実
際
に
は
、
墹
悦
に
な
っ
て
お
り
役
人
の
接
待
費
や
祝
い
酒
の
分
を
加
え
れ
ば
か
な
り
の
赤
字
が
出
る
勘
定
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
小
作
人
は
全
く
従
来
通
り
の
小
作
料
を
と
ら
れ
「
ｈ
難
ク
モ
何
ト
モ
ナ
イ
次
第
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
政
府
は
、
’
八
七
七
年
九
月
一
日
、
凶
才
机
税
延
納
規
則
（
官
令
第
六
二
号
）
を
も
う
け
た
り
、
九
月
一
二
日
に
は
利
息
制
限
法
を
設
け
た
が
、
こ
れ
ら
も
小
作
農
や
貧
民
に
対
し
て
は
何
の
援
け
に
も
な
ら
な
こ
の
よ
う
に
、
小
作
農
や
貧
農
》
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
旧
士
族
に
つ
い
て
も
、
そ
の
川
・
（Ⅲ）
リ
｜
と
い
っ
た
一
一
一
一
ｍ
膳
脈
斫
川
こ
あ
公
モ
何
ト
モ
ナ
イ
次
第
」
と
い
う
こ
と
二
号
）
を
も
う
け
た
り
、
九
月
一
二
『
か
つ
た
・
次
の
よ
う
な
投
書
が
あ
る
。
（９）
藤小川蔵）
改等節至二利第小
メノ二当改アールミ
テ義条ノⅢリ灸ハ
余ハ、利ァ、、文
銀利金益ラ稲今fiP2
のＬＡ銀ニンｉＹｉ１ｌｌｉヲ
利モヲ政事｝仇金繊
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余ニヶラフＷｉｌｌｆｌｌｌｌ
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ヲ徳テノ等ア
希の利高ノラ
望ｉ１／ｆ子ｆｌｌｌｌｌズ
スＮｉ二二習、
；ア換騰ア’'１
１１ﾉブリリ合
ルタ此｝(《
へ足ノリ等二
述等ｌＹ是モハ
州ノｌｌＩｉ亦Ｈ１筋
浜弊ア 今当ク
松モリ｜、ノペ
ノヘ、 ｜ル利キーＩ
Ｄ'１１，１足テＴ・ｉｉ:lｊ
士
族
に
つ
い
て
も
、
そ
の
川
窮
は
、
仕
官
の
道
を
た
た
れ
た
下
級
の
者
ほ
ど
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
臆
士
族
ハ
Ⅲ
チ
死
族
ナ
と
い
っ
た
言
葉
が
新
附
に
あ
ら
わ
れ
、
南
海
某
県
下
で
は
私
蝸
の
取
締
り
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
「
慨
ネ
士
族
ノ
斐
久
ニ
シ
テ
股
家
ノ
小作農や貧農は、
高
い
小
作
料
の
上
に
、
高
利
貸
の
高
利
に
泣
か
さ
れ
、
貨
幣
と
現
物
の
相
場
の
カ
ラ
ク
り
に
よ
っ
1２
近代日本の岐路
（Ⅱ）
女
児
ノ
卯
キ
ハ
比
ノ
悠
風
二
投
漸
ス
ル
行
却
一
ア
多
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
价
勢
の
中
で
向
山
比
椛
巡
助
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
は
次
飾
に
全
囮
的
な
統
一
の
方
向
に
う
ご
き
つ
つ
あ
っ
た
い
内
耐
戦
争
という武力叛乱が鎮圧された後は「全国挙げて政論に傾く」状態を呈したのである。「明治政史」は次のようにのべて
い
る
｡
グ戸、グー、グー、グー、グー、グー、〆＝、グー、グー、￣、〆￣、〆￣、
1２１１１０９８７１）５‘１３２１
田一〆、－〆－－、－、."、－、‐夕～〆員一ジ二一、‐〆、＝〆
肥
児
防
の
乱
乎
く
に
及
て
彼
倣
慨
悲
悩
の
徒
或
は
官
途
に
就
き
、
或
は
実
業
に
従
ひ
、
典
他
兵
馬
腕
力
に
額
り
、
以
て
政
椛
を
輝
は
ん
と
欲
せ
し
も
の
は
杵
政
論
に
従
躯
す
る
に
黍
る
。
足
を
以
て
政
諭
の
喰
喋
は
始
と
分
囚
に
哩
延
せ
り
。
几
つ
此
数
年
の
川
に
於
て
（旧）
政
諭
漸
次
岡
尚
の
占
獅
に
逸
し
、
所
捌
口
川
比
椛
の
説
と
正
椛
及
政
府
樅
威
の
川
と
比
に
世
人
の
術
光
す
る
所
と
為
れ
り
同
、
明
治
１
年
八
Ⅱ
二
日
「
論
説
」
止
族
の
川
苫
冠
明
治
文
化
企災』蛎几を、角几八～九画
肺
Ⅲ
汁
十
４
カ
月
－
１
／
日
同
、
明
治
十
年
十
月
二
七
日
川
、
明
治
十
年
十
一
月
二
爪
Ⅱ
、
司
狄
灘
護
陰
澗
に
側
感
」
と
題
す
る
投
齊
同
、
明
治
十
年
九
月
二
六
日
投
書
、’１ﾘlliil…０
１ﾘｌＨｌｌｊｉｉＭ
ｌＩ;'ﾘ’
１．１１｛,ミ
ー．治
１１ハ
ﾛﾛｧⅢ０.ｍＦ－Ｕ－Ｕ応デコー'’
'１ﾘ１１ﾘ’’1ﾘ｜木消火
ツト治野戸倉久
Iル文制「孝公係
llll化１１１１允実利
L鬘。企Ｉ－ｌ］記ｉｍ
Ｉﾘ１Wいりｌ記一文
９－.治一下書
．節十第巻一
イドノＬｌｌｉ三、節
ﾉV巻十、三七
１１、）］十条、
丁几二三月笑｜ﾉﾄ
ﾉＬ九○三美藤
ＩＩＬ’’七宛博
、Ｉ｜］意文
戊八見宛
ﾉﾉ（１，〔書香
典翰
川へ
勉明
の治
投十
i1１イ|｛
)z’
七
｜」
、－〆
1３
す
で
に
の
ぺ
た
よ
う
に
四
南
戦
争
に
お
け
る
西
郷
服
約
四
万
人
の
う
ち
え
刀
三
○
○
○
人
は
薩
隅
出
身
で
あ
り
、
つ
い
で
熊
本
、
商
鍋
、
延
岡
、
妖
肥
、
佐
土
原
等
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
其
の
他
と
し
て
一
〃
二
二
○
○
人
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
”
こ
の
こ
と
は
西
南
地
力
を
中
心
と
し
て
、
か
な
り
の
士
族
眉
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
土
佐
の
立
志
社
内
部
に
も
、
林
行
進
、
入
江
点
ら
、
西
郷
に
呼
応
し
て
、
挙
兵
し
よ
う
と
す
る
う
ご
き
が
強
く
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
陸
奥
宗
（１）
光（Ⅲ紀伊藩）と廻諜して、挙兵を計伽した。しかし「化佐の同士心は遅疑して決せず」大江らが絶好の機会とみてい
た、大坂城の残留二箇中隊に対する攻撃の機会も失われ、政府軍は熊本城の救援に成功し、戦局は西郷砿の不利に転
換
し
た
”
こ
の
後
も
入
江
ら
は
執
勘
に
挙
兵
を
剛
簸
し
、
あ
る
場
合
に
は
、
京
阪
に
滞
在
す
る
政
府
有
力
背
の
暗
殺
に
よ
っ
て
、
化
佐
の
雅
兵
を
挑
発
し
よ
う
と
さ
え
し
た
の
で
あ
る
。
政
府
は
土
佐
諸
港
よ
り
大
阪
へ
の
連
絡
を
禁
止
し
、
浦
戸
沖
に
軍
艦
を
配
し
て
、
警
戒
を
厳
重
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
八
月
八
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
林
有
造
、
片
岡
健
吉
ら
四
十
数
人
が
逮
抽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
「
青
年
壮
士
源
激
倍
く
能
は
ず
始
と
鹿
児
島
の
（２）
慨轍を踏まんとす。足を以て立士心社の先蔽面刀之が餓撫に尽力し為に湛食を廃す」という状態であった。八月一七日、
片岡健吉が逮揃された時、立志社員はわきたった。「腕力をもってとりかえそう」「政府に質問しよう」という強硬意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
板
垣
は
祉
貝
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
た
と
い
う
。
方
今
腕
カ
ト
質
問
ト
ハ
反
テ
片
岡
ノ
不
利
ヲ
醸
成
ス
ル
ニ
至
ル
ペ
シ
、
依
テ
先
ヅ
猟
ガ
立
志
ノ
氏
椛
ヲ
一
町
ヨ
リ
ー
区
一
一
及
シ
、
一
（３）
区
ヨ
リ
｜
県
二
及
シ
各
県
全
国
二
及
シ
衆
力
一
致
ノ
上
大
政
府
二
向
テ
為
ス
所
ア
ル
ニ
如
カ
ズ
二
、
愛
国
社
の
再
興
1４
近代[1本の岐路
す
で
に
立
志
社
建
口
（
一
八
七
七
）
に
よ
っ
て
、
次
第
に
自
川
民
椛
の
明
確
な
綱
領
を
う
ち
だ
し
て
い
た
立
志
社
は
、
一
層
全
国
的
な
、
全
国
民
的
な
た
た
か
い
の
方
向
に
歩
み
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
各
地
の
政
社
の
幹
部
と
の
交
流
は
、
こ
の
方
向
を
一
層
固
め
る
の
に
役
立
っ
た
。
片
岡
逮
揃
の
翌
Ⅱ
に
は
編
島
の
河
野
広
中
が
板
厄
を
訪
う
た
の
を
は
じ
め
、
一
八
七
七
（
明
治
一
○
）
年
の
冬
か
ら
親
年
存
に
か
け
て
、
冊
岡
の
頭
山
淌
、
越
前
の
杉
川
疋
一
、
三
菰
の
栗
原
亮
一
、
岡
山
の
竹
内
正
志
、
職
前
の
水
川
一
二
な
ど
あ
い
つ
い
で
土
佐
を
訪
れ
た
。
河
野
は
「
板
垣
と
協
力
し
て
、
此
の
戦
争
の
後
に
武
人
の
勢
力
が
蛾
屈
し
、
武
断
専
制
の
政
治
に
逆
転
せ
ん
と
す
る
形
勢
を
仰
（４）
制
す
る
と
同
時
に
、
向
山
民
権
の
伸
張
、
国
会
開
設
の
速
成
に
向
っ
て
新
な
る
国
民
的
大
連
動
を
起
そ
う
」
と
提
議
し
、
さ
ら
に
、
片
岡
他
方
が
去
る
六
月
に
ｋ
呈
し
よ
う
と
し
た
国
会
附
設
の
処
白
普
を
示
し
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。
足
れ
火
に
天
地
の
人
道
に
合
致
し
た
堆
々
た
る
愈
兄
で
あ
る
。
梢
む
可
き
は
、
此
縦
が
全
国
の
志
士
よ
り
川
で
ず
し
て
海
南
の
一
隅
化
佐
よ
り
川
で
、
而
も
そ
れ
が
止
佐
一
部
た
る
立
志
社
の
志
士
か
ら
川
で
し
事
で
あ
る
。
左
れ
ぱ
こ
そ
当
局
の
却
下
す
る
所
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
若
し
全
国
各
地
の
同
志
を
糾
合
し
、
結
社
の
代
表
者
及
び
人
氏
の
代
表
者
を
以
て
建
白
せ
し
め
た
な
ら
ば
、
政
府
如
何
に
頑
迷
で
あ
っ
て
も
、
薩
南
の
事
変
が
あ
り
全
国
の
民
心
動
揺
し
つ
つ
あ
る
時
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
此
の
逃
白
を
受
皿
し
、
此
の
遮
兄
、
叩
傾
け
た
に
机
述
な
い
。
処
足
に
川
で
な
か
っ
た
の
は
逝
憾
で
あ
っ
た
。
故
に
今
後
は
流
し
く
此
の
処
、
を
全
凹
に
公
表
し
、
国
民
の
輿
論
を
喚
起
し
、
天
下
の
同
志
を
糾
合
し
て
、
国
会
附
設
の
国
民
的
述
動
を
起
し
、
其
大
目
的
を
達
し
、
公
議
政
体
を
確立しなければならぬと論じ、即ち第三策を提議した。ところが、板垣も火に子の説に感動し、互に
意見を
交換
し
、
以
上
の
Ｈ
的
を
質
徹
す
る
が
為
め
、
愛
旧
社
を
円
典
す
る
事
、
全
国
同
志
の
識
を
纏
め
、
国
会
附
設
願
望
背
提
出
の
大
迎
動
を
起
す
可
き
鞭
、
其
の
他
国
会
附
設
の
Ⅲ
的
を
達
す
る
に
必
班
な
右
ゆ
る
巡
助
を
行
ふ
可
き
こ
と
弊
を
約
し
、
之
が
あ
め
に
挺
身
厩
起
す
べ
き
を
誓
う
て
士
佐
を
辞
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
板
垣
と
の
此
の
談
論
、
此
の
齊
約
は
、
熱
血
熱
涙
を
以
て
交
さ
れ
、
志
士
国
に
殉
ず
る
の
決
意
が
無
言
の
間
に
固
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
1５
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
愛
国
社
再
興
の
計
画
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
会
開
設
の
全
国
的
巡
勅
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
商
知
市
内
を
中
心
と
し
て
肌
下
全
休
に
わ
た
る
減
税
会
と
機
関
雑
誌
の
発
行
に
よ
る
啓
蒙
汽
伝
の
ざ
か
ん
な
活
勅
が
行
な
わ
れ
た
。
内
藤
正
中
氏
が
『
周
川
民
権
述
動
の
研
究
』
の
巾
で
詳
し
く
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
立
志
社
主
催
の
減
税
会
は
、
片
岡
の
建
白
書
提
出
（
明
治
十
年
、
六
月
九
日
）
前
後
か
ら
、
頻
繁
に
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
新
聞
紙
条
例
公
布
以
後
は
、
演
説
会
が
比
較
的
自
由
な
言
論
を
行
な
う
場
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
減
税
会
場
も
個
人
の
家
か
ら
劇
場
に
移
り
、
聴
衆
の
範
囲
も
数
も
大
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
板
垣
ら
は
愛
国
社
の
再
興
を
ひ
そ
か
に
計
画
す
る
に
至
っ
た
が
、
立
志
社
の
内
部
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
当
時
立
志
社
の
絆
部
は
多
く
逮
州
さ
れ
、
西
南
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
、
大
久
保
ら
政
府
筒
脳
の
声
望
は
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
桁
勢
の
中
で
、
愛
囚
社
を
仰
肌
す
る
こ
と
は
「
時
機
水
だ
爺
ら
ず
」
ま
た
阿
雅
は
片
岡
ら
神
部
の
非
を
虹
く
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
懸
念
があった。板垣らはこれらの消極派をおさえて再興の方針を決定したのであった。
政府は、しきりにスパイ挑発者を派遣して、土佐の動静を探った。「自由党史』によれば、
間
諜
の
徒
、
没
リ
に
慨
慨
悲
歌
の
士
に
扮
し
、
交
も
来
て
価
を
有
志
の
柵
に
列
し
、
危
言
矯
辞
を
芥
す
る
者
鮮
か
ら
す
之
か
為
に
一
（５）
時北佐は上じ士の渕鮫にして、又川諜の溌耐と為り、枇乱殆ど名状すぺからざるに至る。
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
更
に
政
府
は
「
几
岻
の
屯
営
を
分
て
、
耶
隊
を
商
知
陣
欝
に
世
き
、
皿
つ
降
伏
の
薩
人
を
新
徴
し
て
巡
査
（６）
と
為
し
、
数
百
を
挙
げ
て
一
時
に
市
内
に
入
ら
し
め
、
戦
勝
の
盛
威
に
乗
じ
て
之
を
旺
服
せ
ん
と
す
る
も
の
」
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
う
（７）
し
て
高
知
市
内
は
「
物
情
騒
然
」
た
る
有
様
と
な
っ
た
。
植
木
伎
鴨
の
日
記
（
一
ｍ
ｍ
知
祈
側
社
版
）
に
も
、
「
此
日
鎮
台
兵
南
洋
社
員
と
公
（８）
（９）
剛内にて咄咋を為す」（Ⅱ桁十年十一Ⅱ二Ⅲ）「来京蛾合川る。広胎餓台兵一一小隊来る」（同十一川上ハⅢ）「夜概説会
（Ⅲ）
に
征
く
。
鎮
台
丘
〈
を
駆
逐
す
る
の
識
を
述
ぷ
」
（
十
一
川
十
Ｈ
）
な
ど
の
記
述
が
見
え
る
が
、
当
時
の
緊
張
し
た
空
気
を
伝
え
る
に
十
分
に征く〕
である。
1６
近代日本の岐路
聴
衆
三
千
計
、
雑
踏
隆
シ
・
其
席
一
一
入
ル
を
得
ズ
。
同
夜
説
ク
所
ハ
、
政
体
或
ハ
徴
兵
ノ
事
ヲ
説
キ
、
其
趣
意
タ
ル
ャ
、
政
府
ヲ
非
（旧）
難
シ
或
ハ
士
族
ヲ
ｆ
Ｈ
シ
テ
雌
慮
ノ
平
比
ヲ
刊
沸
ス
ル
ニ
囚
ツ
テ
、
へ
７
般
西
川
北
兵
ノ
台
兵
戦
死
ス
ル
行
多
シ
杯
卜
云
う
山
ナ
リ
こ
れ
に
よ
っ
て
も
減
税
会
の
盛
況
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
⑪
このような演説会と共に、雑誌の発行が行われた。『海南折誌」『士陽雑誌」が創刊されたのは一八七七年（明治一
○）八Ⅱ一毛十爪日のことであった。翌年一Ⅱ川誌は合併して『北陽新川』となり、Ⅲ川二十日の第一一一六号まで続けら
れた。『止賜新聞小膝史』は、この二つの雑誌の役荊について、次のようにのぺている。
盛
に
政
論
を
鼓
吹
し
、
自
由
民
権
の
説
を
主
張
し
、
陸
長
専
横
の
政
を
攻
撃
し
、
守
旧
頑
固
の
徒
を
警
醒
す
る
と
共
に
、
人
氏
卑
屈
の
迷
夢
を
破
り
、
政
府
を
し
て
典
故
弊
を
改
め
し
め
ん
と
す
る
と
同
時
に
、
民
心
の
雌
祈
を
計
り
ぬ
。
当
時
伐
国
に
て
は
祁
鄙
に
各
敵
の
新
聞
雑
誌
あ
り
と
靴
ど
も
、
其
政
論
の
高
尚
に
川
ふ
る
に
時
覗
に
揃
切
に
し
て
、
反
対
者
を
説
服
し
、
威
勢
赫
々
た
る
薩
艮
政
き
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
従
っ
て
演
説
会
の
規
則
も
設
け
ら
れ
、
そ
れ
は
啓
蒙
、
宣
伝
、
組
織
活
動
と
し
て
、
秩
序
だ
っ
た
も
の
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
植
木
枝
搬
日
記
」
（
明
治
十
年
六
Ⅱ
二
一
日
）
に
は
、
「
吉
川
に
従
き
、
西
森
に
従
き
、
立
志
社
に
往
き
、
（Ⅲ）
復
た
士
川
田
に
行
き
、
細
川
、
橋
本
等
と
会
し
、
減
税
会
の
規
則
を
定
む
」
等
の
記
述
が
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
頃
、
植
木
ら
の
意
図
を
こえて多数の聴衆が集まったようである。同『日記」六月二十三日の記述には次のようにのべている。
夜
稲
荷
新
地
旗
刺
場
に
於
て
減
税
会
を
為
す
。
聡
容
隆
た
脇
し
く
雁
内
に
入
る
も
の
二
千
人
、
ｆ
能
人
退
村
亦
三
下
人
斗
と
忠
ふ
。
（旧）
然して混雑越しきにより中途Ⅲ〈室。
こ
の
よ
う
な
聴
衆
多
数
の
参
加
は
、
す
で
に
旧
士
族
や
豪
家
の
農
商
だ
け
で
は
な
く
て
、
｜
股
民
衆
が
運
動
に
加
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
側
の
史
料
も
こ
の
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。
政
府
Ⅲ
ス
パ
イ
の
佐
々
木
同
行
へ
の
州
將
（
『
佐
々
木
薇
行
Ⅱ
記
乞
に
よ
れ
ば
1７
か
な
り
「
月
画
自
荷
」
の
感
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
愛
国
社
の
Ⅳ
側
、
全
国
的
民
椛
迎
勤
の
展
附
の
坪
備
過
侃
の
中
で
一
定
の
役
割
を
に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
雑
誌
の
中
で
「
海
南
新
誌
」
は
論
説
を
主
と
す
る
理
論
雑
誌
で
あ
っ
た
に
対して、「士陽雑誌』は通俗的な啓蒙尚仏誌であったといわれる。、
、
、
こ
の
よ
う
な
全
囚
的
な
旧
会
附
設
に
向
か
っ
て
の
巡
勁
の
拡
大
は
、
同
時
に
「
一
町
ヨ
リ
ー
区
二
及
シ
、
各
喋
全
囚
一
一
及
シ
」
と
い
う
板
城
の
一
一
一
一
ｍ
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
地
方
組
織
の
整
備
と
、
地
方
自
治
拡
大
の
連
動
を
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
う
ごきは、すでに愛回礼Ⅳ卿の以前からあったのである。『植木伎鴨Ⅲ記』には、一八七七年（Ⅱい）九Ⅱ十八川には、
（胴）
（町）
「朝より八大区五小区民へ五の臨む、議長となる」同十九Ⅱ「低肪所に行く」同一一卜八Ⅲ「朝Ⅲ小低比会に征く識風不揃
（Ⅳ）
を
以
て
流
会
」
な
ど
植
木
の
ざ
か
ん
な
五
小
区
会
の
連
動
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
十
一
月
十
五
日
に
は
「
本
日
光
祖
先
を
為
す
。
区
務
（脇）
所
へ
従
く
。
水
口
高
知
膿
土
佐
第
一
大
区
議
口
投
票
附
く
、
自
分
入
札
せ
ら
る
日
化
え
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
□
（⑩）
こうして、一八七八年（明Ⅲ）川Ⅱ、愛脚社再興を決定し、『愛国社再興趣意聿卸』を発表した。
この八項目にわたる、愛国社再興の趣意は、愛国社の一般的な綱領を示すものであった。（１）民族的統一、（２）
国会の附設、（３）国会の討論を通じての知識の尖川と向上、（４）民族的道徳の維持、（５）自治自衛の意識の養成、
（
６
）
囚
耐
の
墹
強
と
、
国
内
市
場
の
形
成
、
（
７
）
地
力
脚
治
の
拡
大
、
各
地
打
力
荷
の
Ⅲ
瓦
協
力
、
（
８
）
独
立
の
維
持
、
国
椛
の
拡
張
、
この『趣意書』は、先の「立志社建白書』が陛下の政府の失政をはげしく攻撃するという形態をとりながら、国会開
府
を
し
て
一
敵
国
の
忠
あ
ら
し
め
た
る
も
の
は
、
火
に
此
川
雑
誌
を
慌
て
他
に
求
む
ぺ
か
ら
ざ
り
さ
。
此
を
以
て
県
外
に
従
て
過
か
に
側
川
主
義
を
賛
成
せ
る
有
志
者
は
、
報
ふ
て
川
雑
誌
を
講
読
し
、
攻
は
之
を
謄
写
し
て
、
以
て
争
て
典
同
志
に
航
ら
与
へ
、
両
雅
誌
の
論
文
は
恰
も
革
命
の
撤
文
の
如
く
、
至
る
所
に
志
士
の
精
神
を
鼓
舞
し
、
自
由
主
義
を
天
下
に
伝
播
す
る
に
与
っ
て
大
に
力
あ
U
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含
む
こ
と
は
台
定
で
さ
な
い
。
識
、
地
川
蝉
減
、
条
約
改
正
と
い
う
ｎ
川
氏
椛
巡
釛
の
い
わ
ゆ
る
三
大
綱
倣
を
か
か
げ
た
の
と
比
較
し
て
、
よ
り
並
休
的
に
企
旧
の
人
的
統
一
を
め
ざ
す
方
向
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
全
休
と
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
拡
茂
の
内
秤
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
肌
梓
減
や
土
地
航
命
の
喫
求
を
炎
耐
に
か
か
げ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
目
山
披
茂
の
方
向
に
陥
る
可
能
仇
を
1９
高
松
細
谷
多
門
こ
の
他
、
竹
内
正
志
（
岡
山
）
、
斉
藤
幹
、
戸
川
九
四
川
（
石
川
）
、
鳥
居
正
助
、
岩
沢
仲
通
等
の
委
員
外
の
有
志
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
も
っ
と
も
中
心
的
な
役
削
を
し
め
た
の
は
士
佐
の
立
志
社
を
中
心
と
す
る
ひ
と
び
と
で
あ
っ
た
。
Ⅲ
主
立
志
社
か
ら
は
西
山
志
澄
、
森
脇
、
樹
、
山
本
幸
彦
、
植
木
伎
盛
ら
が
臨
み
、
板
垣
退
助
も
大
石
正
巳
、
寺
川
寛
ら
と
と
も
に
出
席
し
た
。
ま
た
土
佐
に
冊
学
あ
る
Ｃ 志
社
な
る
政
川
の
存
す
る
あ
り
て
、
右
志
漸
く
阿
興
に
荷
す
る
を
得
た
り
、
其
他
松
山
、
岡
山
鞭
、
供
に
多
少
の
同
志
を
仰
、
遂
に
（麺）
秋
九
月
を
卜
し
て
大
阪
に
〈
雪
脱
の
約
を
成
せ
り
、
乱
後
政
況
の
仮
は
ざ
る
者
概
ね
此
の
如
し
。
か
く
て
、
九
月
十
一
日
、
大
阪
巾
南
寺
町
三
Ｔ
目
長
亭
で
、
愛
国
社
再
興
大
会
が
挙
行
さ
れ
た
。
参
会
者
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
愛
知
樹
木
千
真
水
熊
木
佐
野
範
太
編鳥松（ｌＭｉ筑
岡取ｌｌｌｉｉｉｉｉｉｉｉ
成共公岡久
美立共’'’１Ｗ
社社社 米
小
進坪高林川
藤内木樺島
喜元ｌ川雄澄
平暁ｌｌｌｉ之
太’'１ｌ山
岡｜ﾉＩ川
島藤批
正正人
潔絡ｌ１ｌｌ
豊紀Ｉｕ
ｉｉｉｉ州前
笠利佐
津歌間
’'１
友水
松’'１１N
醇來隆
一一忠
郎郎
鍋
ﾘＬ１Ｈｊ
]ｉ鬼
(''’一
児
武
千liil
lllUli
fli存
之
肋
2０
近代}]イ（の岐路
てけいい後して脱参にしを一こｌｌｌ〔は’'１
士れたたのてい蕗集許、始八とこ鱒イ『の
族ばのｏｌＮ－Ｉるさしすこめし、の治信柵
純ｉｊ:愛＃lllHi悠族2,,ﾙ挫朏iil;1ilIll#fiiili警巽#蝿lii$?'i鯛Iillli誠樫\隙：Ｗｉｌｌ旅客jii慈乢；せ雪ＭＩｌＪＭｉ、渦あしかのるみ愛参者’ﾘｌｗｊｌ１ｉｌｉｉ鰍1蔑鰍職ｉｉｉ職蝋ｆ脈Iili柵雌li“`し､；訊県11｜、てたっ企ろⅦtlilli闘兇てとでい志頁計麟il輝iiil＃
んちな子、ＩＤＩいあのま－ソミョお派の参
繩；舵Ｍ：Ⅶiiiil“乢毘ｉＭＩｌるも的助指興ずは統時身ｉＭｉ会そ１１K逸たの、風の導火かノ|；－に、つせれが．M３．
傾或ｊＷｌＨｌ１は会ら公過→ＩｌＩｌｉてしは１１１、まＩｒりるに念11（はが然程ｉＩ「だいも三|i例池た
を部もと１Ｍ【Ｉ１Ｌｉｌｌｌｌにか興亦るのと的派ＦＩＺ
生分ふなざｉ+ｊ係｜ﾘｌら大，波・はしに祥佐
塗鯏ぞⅦ鮒ll1lfiijM〈ｉｉ陽かり
2１
さて、柳興大会は第一一日目、几几十二日、今橋四丁目紫雲楼に開会し、愛国社を再興することを決定した。『愛国社
（錫）
肝
興
合
議
書
』
を
決
定
し
、
明
春
三
川
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
た
の
は
十
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
この〈Ⅱ縦背の内秤は、一八七八年（川８）の『愛囚社〈川離諜』と殆ど同じものである。主な机述は、前村が会場を
－
束
瓶
Ｌ
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
後
背
が
「
人
阪
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
に
「
氏
椛
」
の
言
雌
が
な
い
こ
と
は
此加点である。会議の内秤については「彬仙柵北川沖』『喚川社Ⅳ興縦邪鍬』などによって知りうる。これらの史料から、
愛
川
社
の
「
悩
休
さ
」
を
桁
摘
す
る
こ
と
は
存
易
で
あ
る
。
組
織
的
に
も
、
皿
諭
的
に
も
愛
囮
社
円
興
大
会
に
娘
ま
っ
た
地
力
政
社
は
醐
休
な
も
の
が
あ
っ
た
。
立
志
社
を
は
じ
め
と
す
る
桁
導
肘
と
の
川
に
か
な
り
の
滞
雄
が
あ
っ
た
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
阪
虹
は
、
一
〃
で
「
岡
附
子
の
氏
椛
家
」
に
独
い
非
難
を
浴
び
せ
る
と
と
も
に
、
他
力
で
は
「
比
椛
よ
り
も
勘
正
一
を
主
雌
す
る
ひ
と
び
と
を
も
大
き
く
抱
擁
し
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
は
板
爪
自
身
の
勤
王
紺
へ
の
傾
斜
を
脂
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
蹴
職
ヲ
変
ヘ
テ
マ
デ
」
紡
介
を
拡
め
よ
う
と
し
た
板
爪
の
川
原
Ⅲ
性
を
桁
燗
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
醐
さ
を
含
み
紡
巣
の
端
緒
が
附
か
れ
、
し
か
も
そ
・
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
総ク〉と伏流つと
ｌｆには識すたい
のｌＩ１で院る“う
端解き設｜:｜こ点
緒さな１１１１１のを
がれいの民よｌＩＴ
ｌＩＩｌな。｜''１樅うｌ１ｉｉ
か力、だ皿のなし
れつかも地↑Ｉ１ｉて
、たらョ１，．勢い
しの、刺水のるかもイヤ度を’'１．
も、１：’''１汲で人
そやの凹む、久
；繍｜
的たら惹、::驍鰄＃窮繊；いと冊上1,ル1{そと考をには筏のいへつ行、､りょうらけなこ綱うノＩｉれたわのＨｉ１篭鯰
づのれいなで風い６たうかぁ淵’
てとり伽つるを
]ｉで、lri’たか代
導、全がｉｌＩｉら災
さ１１１体あも、す
れ会とつあそる
たｌｌＩｌしたつれ１１：
J匝設てこたは＝|：
我ｊｕｌｉｌｉとの当IlilI
を１lilノリＵもで然の
大のｌｌｋｌｊｉＬぁ１，．－
き全愈逃る部１Wミ
〈ｌｊｌがす゜にで
,ili的｜・こｌＥ１ｌｉｑあ
2２
近代日本の岐路
（四）
ながら、「政川統一の業、略ぼ緒に就き、天下右上心へⅡ同の大水始めて立つるに至る」所に大きな意義をもっていったの
（釦）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
民
族
的
統
一
を
雅
礎
と
し
て
た
つ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
砿
命
迎
動
の
第
二
の
起
点
」
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た’
グー、〆面、〆￣、グー、〆戸、〆へグー、／￣、'-，グー、〆■､〆￣、ジー、グー、グー、／￣、〆￣、
'７１６１５１４１３１２］１１０９８７６５‘１３２Ｉ
潤一〆、-〆、－〆迅一〆、－〆、－〆、＝、ご〆、-〆、－〆、－〆、-〆、_〆閂耳グ、‐〆～〆、‐〆「佐々木高行Ⅱ記」
鈴
木
安
蔵
『
自
由
民
権
運
動
史
』
四
三
頁
高知新聞社編「植木技盛日記』
司肺 一「岡山党史」二○九頁
高
知
新
聞
社
編
「
柚
木
技
盛
日
記
」
可
鰹（
￣〆へケー８
認llriポilii
1M〔伝
、=〆ｌ－
ｊｉＹＩ、
－巻
分二
｜Ⅱ｝三
三ｌｌＬｌ
ＯＩ
八八
Ｈｌｚ〔
「佐々木商行Ⅱ記』
『明治政史」第十一編一一二六頁（明治文化全集第九巻正史篇上巻）
Ⅲ脈史浦上一一二六頁
2３
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
阿
南
戦
争
に
勝
利
し
た
川
桁
政
府
は
、
立
志
社
を
中
心
と
す
る
日
川
氏
椛
迎
釛
に
厳
政
な
注
愈
を
払
い
、
ス
パ
イ、挑発行をくり出しての猟圧を加えた。他〃では、「脳人訓誠」の充炎にみられるように覗制の硴立に蔵を川い、一
八
七
八
年
末
に
は
参
謀
本
部
条
例
を
制
定
し
、
統
帥
椎
の
独
立
の
雅
礎
を
作
っ
た
。
こ
う
し
て
明
治
政
椛
の
骨
烙
で
あ
る
叩
を
強
化
す
る
とともに、三新法を制定し、日山氏様期に対応する地方自治制を強化し、一兀老院の国恵起草の作業を進めるなど、「血
グー、〆角、'戸、〆■、グ■、'■へ〆＝、〆■、〆＝、'－，〆■、／■、〆へ
３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８
、=〆、－〆、_〆、_'、－、－〆園‐〆、－’、－、､／、=グ、－、＝
人ｌＩｉｌ￣司一。’ﾉｌ￣Ｕｉｉｉｉ－、￣司一ｉｌｔ螂螂１１
ガ病一MＷ-政一一一M１１か几ⅧiMdLL三三天jllt
1三、
参
謀
本
部
、
監
砿
本
部
の
設
悩
と
軍
人
訓
誠
「ｎ川比椛迎助の研究し
節
二
巻
一
三
Ｎ
（青木文庫版）
三
一０・
'、
IＩ
一一三一頁
二
三
一
画
》史」第十
一瓦｜、
（聞水文脈版）
一
Ｊｉ
ｆ〔
『川沽川家の成立」
一
編
三
○
ｎ
頁
第一分Ⅲ一一三三～二一一一四頁
節一介Ⅲ一・一○～二一六画
ｌｌｌ
ｈ：
『〔 八
17
2４
近代１１本の岐路
（４）
この翌川には大規模な近術兵の叛乱が起こった。ゴー宅雪微の『同時代史』等はその経過を記している。しかしこの
珈件の典州は必ずしも明らかでないが、『近衛他隊暴動始木」という陸服放判記録には次のようにのぺている。
此
暴
琳
徒
党
ノ
原
川
多
ク
ハ
減
給
及
武
勲
ノ
覗
二
化
ル
カ
卯
シ
ト
靴
モ
、
各
月
ノ
供
ス
ル
所
頗
ル
異
同
ア
リ
、
或
ハ
給
与
砧
ノ
事
一
一
シ
テ
叉
時
靴
下
足
袋
ヲ
下
付
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
不
平
ヲ
椀
キ
、
或
ハ
徴
兵
ノ
制
ヲ
談
シ
氏
椛
諭
一
一
沙
ル
如
キ
モ
ノ
等
ア
リ
比
』
川
越
一
ナ
（５）
ラ
ス
、
此
ｎ
Ｍ
的
強
諭
卜
供
ス
ト
靴
モ
其
覗
為
ハ
川
チ
基
準
政
府
ヲ
顛
悩
ス
ル
ヲ
期
ス
ル
註、『公卿山県打肌伝』（中）には「公と竹橋騒助」という一節がある。それによれば、「後ら兵士瓦十三人を銃
さ
て
、
附
南
戦
争
後
の
一
般
的
状
況
は
す
で
に
の
ぺ
た
が
、
至
る
処
で
人
氏
什
肘
の
不
満
が
渦
巻
い
て
い
た
。
明
治
政
府
の
航
廠
興
業
政
筑
の
も
と
で
、
労
働
打
も
過
船
な
搾
取
と
抑
圧
を
う
け
て
い
た
。
平
野
義
太
郎
氏
の
析
摘
す
る
皿
リ
、
「
こ
れ
ら
の
貧
農
の
（
お
よ
び
そ
の
子
女
の
）
転
化
せ
る
鉱
山
労
働
者
・
製
糸
・
綿
糸
紡
統
女
工
は
、
こ
の
無
制
限
な
、
生
命
を
ざ
へ
膳
城
す
る
半
謙
奴
的
・
半
隷
腿
的
雁
側
に
対
し
て
は
、
肉
体
的
生
命
刀
の
防
衛
の
た
め
に
ま
づ
他
の
労
働
者
に
光
っ
て
、
本
圃
的
、
自
然
発
生
的
に
、
し
か
も
抑
止
で
き
ぬ
勢
（１）
を
も
っ
て
州
鉛
す
る
」
の
で
あ
る
。
一
ｍ
ｍ
島
炭
坑
の
暴
動
は
そ
の
典
剛
的
な
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
一
回
目
の
暴
動
は
、
愛
旧
社
再
興
入
会
の
二
棚
Ⅱ
前
、
一
八
七
八
年
七
月
に
起
こ
さ
れ
た
。
このような暴勅は、一八七二（川孤）年にも起こされたものであった。『明沿初年腿氏騒擾録』によれば
明
治
兀
年
十
一
Ⅱ
十
六
日
（
陰
雁
、
筆
舌
）
向
島
砿
川
に
於
て
砿
大
凡
二
百
人
余
党
を
結
び
、
騒
擾
し
、
炭
砿
社
風
及
び
外
国
人
に
（２）
迫
り
争
闘
す
、
死
傷
浩
子
、
剛
米
英
国
価
珈
の
依
馴
に
川
Ｕ
遡
卒
兀
名
を
過
り
以
て
黙
従
を
抑
制
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七
八
年
の
暴
助
は
、
こ
れ
に
つ
ぐ
人
規
棋
な
も
の
で
あ
り
、
大
久
保
利
汕
ら
中
央
政
府
当
局
に
も
問
題
と
さ
れ
懲
制
」
の
休
戒
を
耀
え
つ
つ
あ
っ
た
。
たへｏ３
－グ
2５
こ誠
これ｜こ
のらｆｌｔＰｌ「る１１１於
叛を々ｌこが々徒
111ｔみた峡、－が
のてるたひをI1Il
liI〔も肢れと’111以
後、川１よりいへ
、ことｌ－ｌＩなり｜
Ｗｉのいと魁どき
U１１板わいとす’１１のＩｌｉｔなうもるざ
記がけ７１ｉい≦片るＪＩｉ、れもうあるをかばろぺＩ）１１ケ
iliIlななときしは：iiliii嬢＃様なを（よ一なＮＩｌｌＩＵを…；鮒れ'ﾘｌｈ:'〈;；塁:１１１１鰹iii蝿とにしょくぞへｉｉｗ１{ｌｆＷＩＨ ｉｉｌ１“｢’も＿すｉｆ'''１ぢ ｉｉ鱗ルネー．billli:醜ＵＩＢ鞭#のｉＩＩ ｉｉｆ吟ｉｉｉ 兄けし（が
こ
れ
を
み
て
も
、
こ
の
叛
乱
が
主
と
し
て
兵
士
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
彼
等
が
銃
殺
刑
に
処
せ
ら
れ
る
時
の
模
様
を
栩
道
し
た
『
郵
便
州
知
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
十
月
十
汀
日
に
十
Ｋ
人
ず
つ
一
Ｍ
を
な
し
て
銃
殺
さ
れ
た
時
の
棋
様
は
次
の
ょ
う
で
あ
る
〃
十
一
年
八
Ⅱ
二
十
五
Ⅱ
）
こ
れ
を
み
て
も
、
こ
の
叛
司
の打今
熱はノ|：
米人１両
に１Ｋ‐|・
てＩ１１ｉ－
ｒ純１１ケＩ：政近
にし術於餓砲
てだ』て
はに隊jli3jj
iiiili1i
l川が砲滅ＦＷＩ．、朕
n＄１１１に峡
・はにl：候卜ｌ
ＴｉＭミ
ヘ、ｉｌＩＥ－Ｔ
銃イｉＩｊｉ
光１よｉｌｌ
Ｗ「企ＩＷ
ｌⅡ１く１１
【－」（ｌｊＡ
ｌ川卒ｊｋ
ｉｆｉｊＬの
川
に
処
し
、
此
の
他
流
川
以
下
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
、
急
而
十
人
。
又
た
北
浦
の
処
柵
せ
ら
れ
た
も
の
Ｚ
十
九
人
で
あ
っ
た
が
、
将
校
に
し
て
此
の
事
件
に
述
累
し
た
る
も
の
は
、
価
に
岡
本
少
佐
（
柳
之
肋
）
内
山
少
尉
（
定
行
）
の
毛
・
人
の
み
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
（
同
七
八
一
頁
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
覗
件
戒
後
山
卯
よ
り
太
政
大
匝
三
条
災
芙
に
あ
て
た
州
告
聾
に
は
次
の
よ
う
に
譜
い
て
い
た
⑪
2６
近代日本の岐路
新
聞
紙
に
虚
を
吐
せ
ぬ
嫌
に
は
、
警
視
局
へ
篤
と
申
造
し
置
候
得
ど
も
少
し
の
大
筒
は
な
ら
す
ぺ
し
、
山
県
様
や
じ
（
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
中
、
七
八
四
頁
）
と
こ
ろ
で
、
こ
の
叛
乱
は
、
八
月
三
十
日
の
天
皇
「
御
巡
幸
」
の
川
発
前
に
決
行
す
る
こ
と
を
狐
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
天
皇
巡
幸
は
、
き
わ
め
て
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
「
不
楓
の
空
気
」
の
あ
る
処
に
乗
り
こ
ん
で
、
そ
の
力
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
鏑
二
次
大
戦
後
の
天
皇
の
旅
行
も
そ
の
政
治
的
性
絡
が
論
議
さ
れ
た
が
、
明
治
の
巡
幸
は
、
卿
山
氏
椛
巡
励
や
そ
の
他
の
反
政
府
的
機
述
を
抑
え
る
有
力
な
手
段
と
し
て
、
行
わ
れ
た
。
「同時代史』（一一一毛、前掲書、二○～一二頁）によれば「御巡幸の供奉は四万倉左大臣、大隈参議兼大蔵卿、井上参議兼
Ｉ
部
卿
、
徳
人
寺
宮
内
卿
、
林
（
内
務
少
輔
）
品
川
（
同
大
書
記
官
）
大
山
（
陸
軍
少
輔
）
香
川
（
宮
内
大
書
記
官
）
山
岡
（
同
上
）
杉
（
同
大
輔
）
川
路
（
大
驚
悦
）
佐
々
木
（
一
等
侍
輔
）
土
方
（
同
上
）
高
崎
（
二
等
侍
輔
）
伊
東
（
一
等
侍
医
）
巡
査
三
百
四
十
四
人
を
合
わ
せ
て
総
員
七
面
九
十
八
人
、
外
に
乗
馬
百
十
六
匹
な
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
埼
玉
県
、
昨
馬
蝋
、
艮
野
雌
、
新
潟
県
、
打
川
県
、
激
闘
雌
、
岐
阜
県
、
愛
知
肌
、
肺
岡
雌
、
神
奈
川
雌
に
わ
た
り
約
七
十
日
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
大
久
保
を
啼
殺
し
た
烏
川
一
郎
の
故
郷
行
川
県
で
は
瞥
戒
厳
正
を
き
わ
め
、
川
路
の
指
郷
す
る
警
筒
数
百
名
の
中
に
は
、
戯
摩
川
身
者
で
剣
道
の
達
人
を
配
し
、
行
商
、
乞
食
に
変
装
し
た
偵
察
隊
を
く
り
出
し
、
「
不
穏
の
徒
」
を
事
前
に
拘
禁
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
民
情
視
察
と
い
う
よ
り
は
「
天
皇
一
座
の
示
威
」
と
い
う
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
三
宅
雪
嶺
も
「
大
官
の
威
厳
を
示
す
に
余
り
あ
り
、
鴻
恩
の
普
及
に
累
す
る
所
な
し
と
せ
ず
」
（
同
書
二
二
頁
）
と
い
う
怪
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
暴
動
に
至
ら
な
い
ま
で
も
、
東
京
の
他
の
諸
部
隊
や
、
大
阪
鎮
台
砲
兵
隊
、
（６）
宇
祁
宮
分
営
、
熊
本
鎖
（
、
な
ど
に
も
兵
士
の
動
揺
が
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
ある。
八
ハ
ーニ
十
リリ
ロ
ノＩｚ
－ＬＬｓ
Ｉ１１１
－Ｄ．
'、
Ⅱ『
2７
、
、
、
一
」
の
よ
う
な
班
の
騒
動
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
陸
砿
の
「
一
大
改
革
」
が
一
肘
強
力
に
お
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
「
参
謀
本
部
設
世
」
の
計
画
で
あ
り
、
他
の
一
つ
が
「
砿
人
訓
誠
」
で
あ
る
。
参
謀
本
部
設
置
の
事
怖
を
よ
く
示
す
も
の
と
し
て、『桂太郎自伝』の次のような箇所がある。
此の年の八月二一一一日に於て近衛兵の暴動あり、（巾‐脇）此の事あるに際し、車事の改良を以て急務とし、中に就て
西
南
の
役
に
参
謀
事
扮
を
改
良
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
と
の
諭
起
れ
り
、
然
れ
ど
も
其
諭
背
と
雌
も
、
参
謀
事
務
と
は
如
何
な
る
も
の
な
り
や
は
、
未
だ
比
脳
裡
に
川
々
白
々
に
は
あ
ら
ざ
り
し
な
ら
ん
。
兎
に
川
参
謀
螂
務
の
不
光
全
と
い
ふ
点
よ
り
参
媒
本
部
を
悩
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
と
な
れ
り
、
此
参
謀
本
部
設
悩
を
咄
和
し
た
る
人
々
と
、
仇
が
参
謀
本
部
を
世
く
と
い
ふ
論
と
は
火
に
巡
庭
あ
り
し
も
の
の
如
し
、
然
れ
ど
も
陸
瀬
の
一
大
改
赦
を
為
す
べ
き
機
運
の
来
り
し
は
州
述
な
か
り
し
な
り
、
此
に
依
て
従
来
参
謀
局
は
陸
軍
省
に
隷
属
せ
し
が
、
此
の
年
の
十
二
几
に
、
参
謀
本
部
は
天
皇
の
直
轄
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
し
、
純
然
た
る
砿
事
を
陸
軍
省
と
列
分
け
軍
命
令
は
面
蛾
と
な
り
、
軍
事
行
政
は
政
府
の
範
川
に
属
す
ぺ
し
と
い
ふ
自
然
の
空
気
が
起
り
し
な
り
、
然
れ
ど
も
未
だ
如
何
な
る
刀
法
、
如
何
な
る
組
織
と
い
ふ
研
究
を
な
し
て
此
の
論
を
立
て
た
る
に
は
あ
ら
ず
、
而
し
て
愈
々
参
謀
本
部
を
侭
き
淑
半
命
令
は
天
皇
の
＋
川
鞘
と
為
さ
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
と
い
ふ
邪
と
な
り
、
此
年
の
十
二
月
を
以
て
参
謀
本
部
を
慨
く
に
沢
し
、
伐
は
参
謀
本
部
の
刀
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
り
、
如
何
に
し
て
参
謀
本
部
を
組
織
す
ぺ
き
や
の
諮
問
を
う
け
た
り
、
本
年
彼
が
計
川
は
叩
斬
行
政
を
整
頓
し
、
そ
の
残
余
の
事
務
が
即
ち
純
然
た
る
参
謀
本
部
の
事
務
な
り
と
推
考
せ
し
に
、
こ
の
全
体
の
意
柵
と
は
反
対
し
た
れども、俗にいふ田を往くも畔を往くも同じ道理なりと決心し、最初参謀本部御用係を命ぜられ、同本部の組織
（句Ｉ）
に
参
与
し
、
此
時
を
以
て
陸
砿
中
佐
に
進
み
、
次
で
同
本
部
督
西
局
艮
に
楠
せ
ら
れ
た
、
リ
ド
イ
ッ
研
学
か
ら
帰
っ
た
桂
が
、
あ
ら
ゆ
る
血
覗
行
政
に
優
先
す
る
も
の
と
し
て
、
「
参
謀
本
部
設
満
」
の
立
案
を
山
県
か
ら
要
求
さ
れ
た
鞭
椚
が
よ
く
わ
か
る
。
桃
は
、
む
し
ろ
、
他
の
脳
斬
行
政
の
終
頓
を
第
一
に
港
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
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3０
近代１１本の岐路
こ
の
よ
う
に
、
市
井
の
諭
叫
と
し
て
は
、
自
治
自
由
の
梢
杣
を
み
と
め
な
が
ら
、
軍
人
に
対
し
て
は
全
人
怖
的
に
こ
の
原
理
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
天
皇
を
爪
点
と
す
る
絶
対
服
従
の
祁
紀
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
市
民
的
秩
序
か
ら
も
隔
絶
し
た
砿
人
道
徳
を
妓
吹
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
西
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
收
堆
が
沸
か
れ
、
竹
棚
騒
勅
で
強
い
衝
峡
を
う
け
た
川
肌
の
ｒ
が
加
え
ら
れ
て
、
先
に
の
ぺ
た
よ
う
な
「
服
人
訓
誠
‐
が
川
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
応
「
平
氏
市
井
」
に
は
近
代
巾
氏
社
会
の
肌
皿
を
縄
め
な
が
ら
、
服
隊
を
特
殊
な
社
会
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
部
に
お
け
る
近
代
的
原
皿
を
杏
定
し
た
の
で
あ
る
。
「
氏
椛
家
風
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
比椛家瓜卜云う鞭ハ化一一云ヒシボ秋止ノ従命法卜Ⅲ背馳スルモノニテ、平氏ニハリテハ旺制ヲ受ケサル為二之ヲ
主
張
ス
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ト
モ
、
武
人
ハ
川
身
ノ
初
メ
ニ
既
一
一
己
二
身
ヲ
胞
川
二
残
シ
ク
レ
ハ
躯
々
必
ス
Ⅱ
水
隙
海
耶
ノ
人
兀
Ⅱ
ダ
ル
聖上ヲ準城シ、飽マテモ上下ノ序ヲ厳一一シ従命法二Ⅲセサル可ラサルナリ、当今ノ時勢ニテハ川来馴府ノ制度ト
Ⅲ
反
シ
政
府
モ
ヵ
ノ
専
壇
圧
制
ノ
法
ヲ
流
革
シ
、
人
氏
ノ
自
治
自
由
ノ
精
神
ヲ
鼓
舞
シ
テ
水
ク
海
外
万
里
卜
樹
強
ヲ
競
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
至
り
タ
レ
ハ
、
下
人
氏
二
於
テ
モ
、
治
日
川
ヲ
以
テ
梢
神
ト
ナ
サ
ザ
ル
鞭
ヲ
脚
ザ
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ト
モ
、
凡
武
人
二
於
テ
ハ
絶
テ
〆へ戸、グー、
:〕２１
、－〆、〆、-〆
此風料一一染ム可ラサルナリ、
ヲ好シトス、
ス又従ハサラント欲スルモⅣサル所ナリト靴モボ人武ホニハリテハ向う法度ノ別ナルヲ以テ此風習一一染マラサル
平
野
筏
太
郎
、
『
川
本
資
本
頓
炎
社
会
の
機
構
』
一
Ⅲ
一
頁
（、川於初年腿比騒擾鍬』几八八、
Ⅱ木山勝協会『人久保利汕文仙叩」蛎几、－０．，
３１
政
府
は
、
巾
事
野
察
機
構
を
糖
備
強
化
し
て
、
自
由
民
権
連
動
に
対
す
る
取
締
り
を
す
す
め
る
一
万
、
「
立
憲
政
」
を
導
入
し
て
、
自
由
民
樅
巡
仙
が
航
命
的
方
向
に
発
展
す
る
の
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
詔
勅
で
「
潮
次
に
阿
家
珈
職
の
政
体
を
立
て
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
人
政
恂
の
職
制
を
改
め
、
兀
老
院
、
大
群
院
を
識
脱
し
、
さ
ら
に
地
力
打
会
扱
を
Ｈ
比
す
る
な
ど
、
国
家
体
制
の
粧
伽
を
す
す
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
一
八
七
六
（
川
淌
几
）
年
九
Ⅱ
に
は
、
兀
老
院
に
旧
慰
起
收
の
勅
命
を
下
し
た
。
兀
老
院
に
は
慰
法
収
洲
脇
が
設
胱
さ
れ
、
Ⅲ懸収洲委貝が征命された。国懸第一次峨案「Ⅱ水川慰按』が作成されたのは、それから他か一簡川後の一八七六
（
川
淌
几
）
年
十
Ⅱ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
早
く
囚
懸
案
が
川
来
上
が
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
稲
川
正
次
氏
は
次
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
“ 1０９８７６５４
１１i郷#雛
llillIi鮒、,,､二ｍ［史し＿
…
…
外
川
遮
法
の
離
沢
な
ど
起
峨
の
参
考
資
料
は
起
虹
の
物
命
が
下
っ
た
時
に
す
で
に
縦
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
そ
れ
ば
か
悔
恨
外
、
ｌ１ｉｌ
≦ＩＲ
ＯＣ
/［
『〔
井
上
耐
「
Ⅱ
水
近
代
史
」
ｋ
一
○
○
頁
「川淌前川政治山の研究』一四八’一Ｎ六頁
ロＵ・￣U
Illi公
1,'１１Ｋ１
分ｌｌｌ
ＨＬＭし
ドーイｉ
３１ｉＩＩＵ１
ﾃﾐ仏
を､.
、’'’
三巻｜Ｄｉ
－Ｉｌ（
七
11〔
逼一ノ
四
、
国
憲
第
二
次
草
案
と
三
新
法
一
Ｉ
Ｌ
ｉ
ｌ
－
１
Ｆ
3２
近代日本の岐路
こ
の
第
一
次
案
は
、
い
く
ら
か
の
条
項
が
修
正
さ
れ
た
ま
ま
、
す
え
お
か
れ
た
。
西
南
戦
争
後
、
’
八
七
八
（
明
治
二
）
年
七
月
、
第
二
次
草
案
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
年
八
Ⅱ
、
明
治
政
府
の
柱
石
と
も
い
う
ぺ
き
大
久
保
利
皿
が
暗
殺
さ
れ
て
い
た
。
西
郷
隆
艦
、
木
戸
＊
允
に
つ
い
で
、
い
わ
ゆ
る
「
維
析
の
．
一
一
僻
」
は
Ⅲ
つ
い
で
没
し
、
仙
人
的
桁
導
に
代
わ
っ
て
政
府
部
内
の
体
制
の
粧
備
は
一
価
而
切
に
砿
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
す
で
に
『
、
喚
川
社
Ⅳ
興
趣
趣
洲
吟
が
允
災
さ
れ
日
川
瓜
椛
迎
肋
が
折
た
な
〃
を
川
復
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
蛎
冗
次
軟
案
は
、
さ
き
の
第
一
次
峨
案
と
比
鮫
す
る
と
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
“
い
ま
稲
川
疋
次
氏
の
詳
細
な
研
究
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
示
し
て
み
よ
う
。
も
っ
と
も
大
き
な
州
述
は
、
立
法
樅
、
お
よ
び
地
方
自
治
に
関
し
て
で
あ
る
。
第
一
次
草
案
の
第
四
編
、
第
一
章
、
立
法
権
、
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
０
で
な
く
起
草
そ
の
も
の
も
勅
命
が
下
る
前
か
ら
ひ
そ
か
に
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
想
像
も
な
し
Ⅳ
る
で
あ
ろ
う
Ⅱ
そ
し
て
ま
た
御
恥
外
川
人
で
あ
る
フ
ル
ベ
ッ
キ
や
ジ
プ
ス
ヶ
は
雛
沢
だ
け
で
な
く
峨
案
の
起
軌
や
取
捌
耕
航
の
作
成
に
も
援
助
を
与
え
た
の
で
（ｌ）
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
推
測
も
な
し
得
、
ｂ
れ
ぬ
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
当時、すでにアメリカ人フルベッキ（くの『ワの、丙）フランス人ジュブスヶ（Ｃ匡団。□切目の（）らによってフランス、アメリ
カ
、
プ
ロ
シ
ャ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
欧
米
各
国
の
志
法
が
藤
訳
さ
れ
、
か
な
り
史
料
は
整
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
い
紅
に
囚
感
染
が
坤
備
さ
れ
た
墹
价
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
「
詔
勅
」
が
川
さ
れ
た
庇
後
、
『
来
京
Ⅱ
Ⅱ
新
川』『枇浜がⅡ折ⅢＬ『中外排諭如などで磁法諭争が股Ⅲされ、欽定職法諭に対して、「刈比介約」の川約繊法の飛吸が
公
然
と
行
な
わ
れ
て
い
た
愉
勢
で
あ
る
か
ら
、
政
府
で
は
、
「
ｔ
か
ら
の
懸
法
」
を
い
つ
で
も
苑
災
し
う
る
雌
側
を
粧
え
て
い
た
も
の
と
樅
第
一
条
立
法
ノ
樅
ハ
製
帝
ト
帝
川
議
会
卜
に
分
シ
故
二
皇
帝
ハ
比
議
案
ヲ
下
附
シ
議
会
ハ
此
縦
案
ヲ
化
捷
ス
ル
コ
ト
ヲ
冊
3３
このように、災撰議会なき「立愈政」から、とにかく、「代議士院Ｌのある「立磁政」まで、近代立磁制の形態を糖え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
Ⅲ
の
珈
桁
が
、
こ
の
文
而
に
は
に
じ
み
で
て
い
る
。
次
に
地
〃
自
治
に
川
し
て
は
、
第
一
次
草
案
で
は
全
く
規
定
が
欠
如
し
て
い
る
。
第
一
補
第
一
厳
皇
帝
の
第
１
条
で
「
皇
帝
ハ
元
老
院
及
上
此
他
ノ
議
会
（
地
力
府
会
議
ノ
航
）
ヲ
徹
雄
シ
又
ハ
其
ノ
災
会
ヲ
処
ハ
シ
及
上
其
附
会
ヲ
命
ス
Ｌ
と
規
定
し
て
い
る
所
を
み
る
と
、
地
力
Ｗ
を
全
く
行
政
の
木
端
機
関
と
し
て
把
捉
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
地
〃
自
治
」
と
い
う
考
え
〃
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
第
三
条
帝
国
議
会
ハ
元
老
院
及
上
此
他
ノ
議
会
ヨ
リ
収
ル
刊
比
仙
ノ
議
会
」
と
は
地
〃
官
会
議
の
願
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
節
二
次
草
案
は
、
蛸
一
条
は
ほ
と
ん
ど
Ⅲ
様
で
あ
る
が
、
第
貝
条
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
第
二
条
帝
川
議
会
ハ
元
老
院
及
代
議
士
院
ノ
議
会
ヨ
リ
成
ル
こ
の
よ
う
に
、
節
一
次
峨
案
で
は
下
院
た
る
氏
撰
議
院
を
設
佃
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
第
二
次
軟
案
で
は
、
「
代
議
士
院
」
を
設
川
し
、
さ
ら
に
節
三
厳
で
は
、
「
代
議
士
院
及
椛
利
渡
妨
」
簸
川
厳
で
「
両
院
汕
川
」
を
詳
細
に
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鮴
一
次
草
案
で
は
、
脱
柵
と
同
時
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
川
本
川
懸
ヲ
進
ム
ル
復
命
洲
」
の
巾
で
災
撰
議
院
を
欠
く
囚
磁
の
弁
解
を
詳
し
く
の
べ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
案
に
附
属
し
た
「
復
命
書
」
で
は
こ
の
簡
所
を
削
除
し
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
耐
シ
テ
代
議
士
ノ
如
キ
ハ
其
漸
ア
リ
テ
其
設
ナ
シ
ｕ
連
カ
ー
一
之
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
可
カ
ラ
ス
然
リ
ト
難
モ
同
志
ア
ル
ノ
国
代
議
士
ア
ル
サ
ル
コ
ト
ナ
シ
蓋
シ
代
議
士
ナ
キ
時
ハ
巳
一
一
立
法
ノ
樅
ヲ
分
シ
可
カ
ラ
ス
シ
テ
Ⅱ
国
憲
ヲ
遵
守
ス
ル
ノ
約
ヲ
結
フ
可
カ
ラ
ス
海
外
行
Ⅲ
ノ
此
制
ア
ル
川
ヨ
リ
巳
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
一
一
川
シ
比
Ｕ
一
一
可
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
之
ヲ
収
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
脚
ス
故
二
比
明
文
ヲ
川
ク
此
ヲ
今
川
ノ
火
地
卜
川
比
ス
レ
ハ
較
巡
キ
モ
ノ
ト
ス
Ⅲ
シ
テ
川
恵
ノ
休
収
二
盃
ツ
テ
ハ
什
川
ノ
川
磁
ヲ
川
酌
シ
テ
ヵ
メ
テ
此
行
ハ
レ
易
キ
打
ヲ
采
鮒
ス
…
3４
近代１１水の岐路
i合しの黙のてしぞに設什こに
-|・てこ」ＩｈｉｉＡｌ組、、れ虎よけ地の対
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ｲ|それうｉ１１，は主的区リｉＬｉｉＡＡたは）１条条節
l几｜たな反あ、義な及後めの、‐｜)１の段対る当的人、のらはすＩ］１(ｆ征次
かが階一場然’'’４；小池れ』でかりｉＬ１(｛草
ら１１１１で投合化央・区ノ』た然にら会リ,Ｌ案
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（４）
って公巾些ごれた。
3５
雛騨柑織スよ こてに＊力ｌｌｌｌＩ１１蝿壺''１鱗i1酬隙iil$灘鮭fillIlll1Illil1IfM1ii窪ii；雛in鰯ｉｉｌ－ｌｌ１擁のＮＩＩ。地廃ｊＬにあへあにれ池て」（次を’1；荷Ｉﾘ１の町村iilli猟葡瞥liw3l#１lli陸溌ｉ：lijl醐曇＄ⅦｇＭＭＩクハて。賛ｌｉｆｌｌｌしノ知占か矛 ：＃１蝿人Hli(１舵石辱ｔ２１ｉさも算UILれ→及
獺iliijMliiMi雛lilli鰯峨羅崇'ililil纈噸への!＃て蝿蛎二脂卜と''１１'１１ｾｰﾐ'ノミキＭＬ岨ｉｉさで故＄ザＫＨ〔箙雌
f鯖；ｉＷ:liWiill霊l1i(鯉＃;雌＄歸鮴;簾t鰹；
3６
近代{｣水の岐路
ｈ
会
議
を
廃
止
し
、
ペ
た
と
い
わ
れ
る
。
`｢1．‘Ｉ１Ｉｉｌｌに紬かＩｉｉはつ
会会ｌｌｌｉ対人も県、ま
Ｗ脳i<i蓬iillIⅢＷｉ
廃ＩｉｉｉＫ〈形限挙、会zlF事
|こり,しけ〕Ｃら樅み(よ実り,し
し会休的れはせ、’三会
、のilill識た満か１１１、其
之ｌ１ｌ１を歩。二けに内議
に没ｌＭｉをだ十の、務決
総|糊打,,りあで,!;ＷＥＭ艀
１１装つあ会、火へはス
にいたＩ）規地一'二第、卜1mを。、ｌＩ１１ｉｉｌは大府ＡＬＡﾉﾉこ蛸兆は‐｜、灸リiＬＭｄ
ｌ１（らえ『『、｝IｌＩＡｌ－会ス
論そに的第以務だのル''１１う｜よに一一Ｌ卿け議時
会と、（よｌこ紬｜で決ハｉｉ：：｣,lil“Wi洲ポきなに１２万に７１「、しllllli:Miill織綱
－て次を’こ選Ｉｉ１Ｉ縦を台尻MMM：臘艸鮪ili（
ペの次政れは政椛てど
ｆ澱ｌＩｉｆ酋鮒湖対るで擁う＋はもの111（Ｍ１：liilHwi編＃え鮒酬捕喚へ久（まよに治男てたしシ
係’１１うよ拡子い゜か
は藤につ人、たこも
次’1V、ての地のの決
の文政ｉＡｉ化ｉｌｌでよ算
よが１(ｌＩｌｉｌｌ比ｆｉあうに
う－，は的の｜りるにつ
に地」ｌｈｊｌｈ要以・公い
のノノノノノノ求上し進て
地
〃
而
会
級
は
比
仙
凹
川
よ
り
血
扶
の
庇
に
非
ず
．
佃
付
放
し
の
納
川
会
に
川
述
な
く
Ⅱ
比
縦
ｕ
た
る
行
６
Ｍ
に
民
選
の
行
に
非
ず
い
比
形
式
に
於
て
は
一
抓
の
異
物
た
る
を
免
れ
ず
。
…
…
然
り
と
雌
も
…
…
何
と
な
く
此
の
識
貝
は
各
其
の
府
肥
地
〃
を
代
表
せ
し
む
（一Ｊ）
る
の
意
を
含
ま
せ
、
其
の
位
世
は
元
老
院
に
対
し
て
下
院
と
も
訓
ふ
べ
き
意
を
寓
し
た
る
Ⅲ
この立場は囚慰第一次草案と同じであるが、府以会の附設は史に、これを袖強する役割を果たした。「明治政史」の次
の
よ
う
な
記
述
に
よ
っ
て
、
当
時
の
世
論
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
是
を
以
て
中
央
政
府
の
権
勢
は
朝
陽
の
東
海
を
雛
る
国
か
如
く
、
独
り
大
久
保
参
議
の
威
権
赫
々
と
し
て
児
童
も
猶
其
名
を
剛
て
走
り
几
つ
偶
れ
、
世
間
凡
廠
の
徒
は
椎
た
洋
々
平
と
し
て
平
準
の
功
業
を
謹
歌
し
、
当
路
の
万
歳
を
頌
祝
す
る
の
み
な
り
し
を
以
て
、
3７
彼
一
種
の
柵
摩
背
流
は
早
く
己
に
批
言
を
伝
へ
て
、
去
る
川
治
八
年
四
月
十
Ｎ
の
聖
詔
も
側
今
抑
取
柄
可
川
成
と
云
ふ
。
然
る
に
当
三
月
に
至
り
て
政
府
に
於
て
は
断
然
地
方
官
会
議
を
開
く
の
識
を
決
し
、
同
阿
川
一
日
を
期
し
、
府
知
事
県
会
を
徴
集
参
会
せ
し
め
し
を
以
て
、
公
衆
は
唯
た
其
挙
措
の
不
測
に
驚
嘆
せ
り
。
且
つ
其
議
案
川
る
に
及
て
頗
る
改
進
の
針
路
を
取
り
、
地
力
代
議
の
制
を
（８）
実
施
し
、
公
衆
の
驚
嘆
又
更
に
一
屑
加
ふ
と
一
窓
ふ
や
や
大
久
保
礼
讃
の
色
の
こ
い
文
意
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
政
府
の
愈
図
は
兄
事
に
成
功
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
は
、
地
力
浦
会
縦
ｌ
府
映
会
と
い
う
み
せ
か
け
の
公
縦
世
論
の
機
関
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
図
会
附
設
「
一
の
人
災
の
人
要
求
の
鋒
先
を
そ
ら
そ
う
と
し
て
の
で
あ
る
。
こ
の
行
政
体
系
と
同
時
に
川
さ
れ
た
の
が
「
地
〃
悦
川
」
で
あ
る
。
「
川
悦
は
国
家
の
定
布
（
□
口
⑪
の
ご
）
で
あ
る
」
（
マ
ル
ク
ス
）
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
地
方
税
規
則
は
ま
さ
し
く
先
に
の
べ
た
政
府
の
地
力
政
策
を
、
最
も
端
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
従
来
府
県
税
・
民
費
な
ど
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
た
も
の
を
地
方
税
と
し
て
統
合
し
、
税
源
を
明
ら
か
に
（
第
一
条
）
、
支
弁
す
べ
き
賛
目
を
規
定
し
、
Ⅸ
町
村
か
ぎ
り
の
費
川
は
、
地
方
税
か
ら
切
り
離
し
、
区
町
村
内
人
比
の
協
議
に
任
せ
た
（
第
三
条
）
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
そ
れ
は
、
行
政
区
画
た
る
府
県
の
財
政
の
雅
礎
を
凹
め
て
、
川
県
Ｉ
邪
を
油
ず
る
官
旅
的
行
政
機
柵
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ⅸ
川
村
に
対
し
て
は
、
そ
の
川
源
を
刺
な
し
な
が
ら
、
鞭
尖
上
、
凹
政
委
征
事
務
を
執
行
す
る
た
め
の
機
関
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
前
（９）
一
一
法
に
よ
る
行
政
体
系
の
肢
附
を
財
政
川
か
ら
裏
打
ち
し
、
そ
の
後
の
国
家
に
よ
る
地
力
財
政
の
抑
圧
の
力
向
を
指
示
し
て
い
た
、
」
と
い
う
特
徴
づ
け
は
当
を
得
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
大
江
志
乃
夫
氏
は
、
地
力
向
会
議
の
議
事
録
な
ど
を
つ
か
っ
て
、
詳
細
に
分
析
し
な
が
ら
、
地
力
税
規
則
は
、
町
村
費
を
「
地
机
五
分
の
こ
の
地
方
税
か
ら
切
り
離
し
て
、
実
際
に
増
税
は
、
さ
ら
に
「
国
費
費
目
を
地
方
税
に
同
が
わ
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
は
地
机
収
入
を
中
心
と
す
る
政
府
才
人
の
大
き
な
部
分
を
中
央
の
支
出
樅
限
（Ⅲ）
下に集中することができた」占州を脂摘している。
3８
近代ロ本の岐路
こ
の
よ
う
に
二
新
法
体
制
は
、
自
由
民
樵
運
動
と
地
租
改
疋
反
対
連
動
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
人
氏
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
要
求
に
対
抗
し
て
、
「
近
代
的
民
主
的
」
よ
そ
お
い
を
こ
ら
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
絶
対
主
義
的
な
中
央
政
府
の
権
力
を
地
方
政
治
の
末
端
に
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
『大久保利皿文書」第
（４）「明治政史』三○八頁
（５）「明治十一年四月地方
（６）「明治政史」三一一一頁
（７）岻卦川浩『明治地方向
（８）『明治政史』二一一一頁
（９）岩波『日本歴史』近作
（、）大江志乃夫「明治国室
（１）『明治憲法成寺
（２）亀卦川浩『明
化」（二二号‐
（３）亀卦川浩『明
的
構
造
』
参
照
岩
波
『
日
本
歴
史
』
近
代
３
二
四
八
頁
、
大
石
鶏
一
郎
「
地
方
自
治
」
、
さ
ら
に
、
大
石
「
日
本
地
力
財
行
政
史
序
説
』
七
九
百
参
照
大江志乃夫「明治国家の成立」’一六二’四頁
『明治憲法成立史』上、三○二頁
亀卦川浩『明治地方自治制度の成立過程」、藤田武夫「日本地方財政制度の成立』「明治前期地方制度の考察」『東洋文
（一一二号’二三号）
年四月地方官会議傍聴録』
『
明
治
地
方
日
治
制
度
の
成
立
』
三
七
頁
以
下
に
引
川
、
大
久
保
の
前
島
密
宛
談
話
『明治地方自治制度の成立過程』、徳田艮沽『わが国における町村会の起源」、明治史料連絡会『明治権力の法
第一○、
一七頁
（
明
治
史
料
第
且
集
）
上
、
九
頁
（
以
下
次
号
）
3９
